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総
合
計
画
の
役
割

総
合
計
画
の
役
割

　
二
本
松
市
総
合
計
画
は
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
最
上
位
の
計

画
で
す
。
時
代
の
動
向
を
見
極
め
、

市
を
取
り
巻
く
状
況
や
直
面
す
る

課
題
を
分
析
し
、
未
来
に
向
け
て

の
対
応
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
課
題
解
決
の
施
策
や
事
業

を
立
案
し
、
予
算
の
裏
付
け
を
し

て
、
計
画
的
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
、
こ
の
計
画
の
役
割
で
す
。

　
令
和
２
年
12
月
に
第
３
次
と
な

る「
二
本
松
市
総
合
計
画
」を
策
定

し
、
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
し
ま
し
た
。

1010
年
後
人
口
５
万
人
目
標

年
後
人
口
５
万
人
目
標

　
二
本
松
市
総
合
計
画
策
定
に
当

た
り
、
長
期
的
な
人
口
予
測
を
ま

と
め
た
結
果
、将
来
推
計
人
口（
人

口
問
題
研
究
所
に
よ
る
）は
、
10

年
後
の
令
和
12
年
に
は
４
万
８
千

人
余
り
と
平
成
27
年
に
比
べ
１
万

人
程
度
減
少
す
る
見
込
み
で
す
が
、

こ
の
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
、

人
口
５
万
人
を
目
指
し
ま
す
。

将
来
像
の
実
現
に
む
け
て

将
来
像
の
実
現
に
む
け
て

　
市
内
に
通
う
中
・
高
校
生
か
ら

「
将
来
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
う

未
来
の
二
本
松
の
姿
」を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

た
言
葉
は「
し
あ
わ
せ
」と「
笑
顔
」。

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
思

い
を
込
め
て
将
来
像
を

 

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

 

し
あ
わ
せ
の
ま
ち 

二
本
松

と
し
ま
し
た
。
こ
の
実
現
に
向
け
、

左
記
の
４
つ
の
事
項
を
各
分
野
に

ま
た
が
る
重
点
事
項
と
捉
え
、
複

合
的
な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。

➊ 

健
康
寿
命
の
延
伸

➋ 

地
域
の
ち
か
ら

➌ 

こ
ど
も
の
未
来

➍ 

人
口
減
少
対
策

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
４
つ
の
基
本

目
標
と
方
策
の
柱
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
将
来
像
や
目
標
の
達
成
に

向
け
て
、

① 「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
」
…

　

 　
統
計
デ
ー
タ
等
の
客
観
的
な

証
拠
を
活
用
し
政
策
や
施
策
の

立
案
を
行
う

② 「S

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー

ociety5.0

」へ
の
対
応
…

　

 　
先
端
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
、
経

済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決

を
両
立
し
て
い
く
新
た
な
社
会

③ 「S

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G

s(

持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
推
進
」

の
３
つ
を
横
断
的
な
視
点
と
し
、

時
代
に
あ
っ
た
効
果
的
で
効
率
的

な
施
策
展
開
を
図
り
ま
す
。

平成28年に策定した５カ年計画「新二本松市総合計画（二本松を
元気に！新５カ年プラン）」の計画期間が令和２年度で終了するこ
とから、二本松市では新たに「二本松市総合計画」を策定しました。
ここでは、基本構想を中心に概要をご紹介します。

二本松市総合計画
笑顔あふれる　しあわせのまち　二本松

「二本松市総合計画」は10年間の重点施策
を定めたものです。３月末には、概要版を
全戸配布し、全体の計画も市ウェブサイト
に掲載する予定です。

【計画の期間】
Ｒ３

(2021) Ｒ４ R ５ R ６ R ７ R ８ R ９ R10 R11 R12
（2030）

基本構想（令和３年度から令和12年度）

基本計画（令和３年度から令和12年度）

実施計画（３年でローリング）

◎問い合わせ…秘書政策課総合政策係
　☎（55）5090 Fax（22）7023
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「
健
康
」は
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
世
代
を
問
わ
ず
願

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
市
と

し
て
最
も
重
要
な
施
策
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ

わ
せ
た
正
し
い
知
識
と
習
慣

を
身
に
つ
け
健
康
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
予
防

や
介
護
予
防
な
ど
の
保
健
事

業
の
充
実
を
図
り
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
支
え
合
う
、

誰
も
が「
健
康
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」を
目
指
し

ま
す
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

◎ 

日
本
一
の
健
幸
長
寿
都

市
・
二
本
松

　

 『
い
き
い
き
』『
に
こ
に
こ
』

『
か
み
か
み
』『
て
く
て
く
』

『
し
る
し
る
』プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　

 　
市
民
の
誰
も
が
健
康
で

幸
せ
に
長
生
き
で
き
る
日

本
一
の
都
市
を
目
指
し
ま

す
。

 

健
康
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

 

世
代
を
つ
な
い
で
人
を
育
む
ま
ち

 

地
域
の
誇
り
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ま
ち

 

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
あ
る
ま
ち

　
子
ど
も
達
が
二
本
松
市
の

将
来
を
担
う
人
材
と
な
る
よ

う
、
そ
し
て
、
成
長
し
た
子

ど
も
達
が
就
労
、
出
産
、
子

育
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
た
と

き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
二

本
松
市
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
ま
ち
づ
く
り
が

重
要
で
あ
り
、「
人
づ
く
り
」

は
持
続
可
能
な
二
本
松
市
を

築
い
て
い
く
た
め
の
未
来
へ

の
投
資
と
い
え
ま
す
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
・
教
育
、
就
労
、
結
婚
、

そ
し
て
ま
た
次
の
代
へ
と

「
世
代
を
つ
な
い
で
人
を
育

む
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

◎ 

次
世
代
育
成「
市
の
宝
」

「
市
の
未
来
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
●
妊
婦
さ
ん
応
援
！

　
●
子
育
て
応
援
！

　
●
学
び
応
援
！

　
●
若
者
応
援
！

　

二
本
松
市
は
、「
安
達
太

良
山
」や「
阿
武
隈
川
」に
育

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
、
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
た「
二
本

松
城
跡
」な
ど
の
歴
史
・
文

化
資
源
、
伝
統
を
今
に
伝
え

る
祭
り
や
温
泉
な
ど
、
豊
富

で
多
様
な
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
住
む
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、

そ
の
恵
ま
れ
た
特
性
を
生
か

し
た
産
業
の
振
興
や
地
域
づ

く
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
観
光
、
農
業
、
そ
し
て
商

工
業
の
連
携
を
軸
に
、「
地

域
の
誇
り
に
満
ち
た
活
力
あ

る
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

◎ 

二
本
松
城
跡
総
合
整
備
事

業
　

 　
二
本
松
城
跡
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
史
資
料
の

調
査
に
基
づ
き
、
二
本
松

城
の
復
元
整
備
を
行
い
ま

す
。

　
市
民
意
識
調
査
で
は
、「
買

い
物
な
ど
日
常
生
活
の
不
便

さ
」、「
交
通
の
便
の
悪
さ
」

が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
、
高
齢

化
が
急
速
に
進
む
中
、
生
活

拠
点
の
機
能
強
化
と
利
便
性

の
向
上
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て

お
り
、
誰
も
が
安
全
に
快
適

に
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
環

境
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
人
々
が
暮
ら
し
や
す
い
都

市
基
盤
の
形
成
や
仕
組
み
づ

く
り
を
行
う
こ
と
で
、「
安

全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
あ
る

ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

◎ 

二
本
松
駅
南
地
区
整
備
事

業
・
二
本
松
駅
南
住
宅
団

地
造
成
事
業

　

 　
持
ち
家
の
促
進
を
図
り
、

人
口
の
定
着
化
、
中
心
市

街
地
の
人
口
増
加
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

基本目標基本目標

基本目標基本目標 基本目標基本目標

基本目標基本目標

４４

３３ １１

２２

方策の柱（「みんなで創る持続可能なまち」基本目標達成のため総合的に取り組むべき手法）
１ 市政改革
  質の高い行政サービスを提
供するとともに、市政への
市民参加推進を図る。

３ 財政基盤の強化
  次の世代に過重な負担を先
送りさせないよう、健全な
財政運営を図る。

２ 全ての市民に情報が行き届くまち
  市政の情報発信を拡充し情
報共有することで、市民の
愛着や誇りを醸成する。

４ 広域連携推進
  市域の枠を超えた広域的な
連携により行政運営の効率
化とサービス向上を図る。


